
                

  

                                           

 

 

 
 
今シーズンにおける野鳥糞便からの低病原性鳥インフルエンザウイルス 
検出事例は、国内で 3 例、近隣の韓国では 12 月 9 日までに 31 事例！！ 
また、中国・台湾では家きんの高病原性鳥インフルエンザが発生(11 月)！ 
 

 防疫対策の再徹底をお願いします！ 

    ウウウイイイルルルスススををを侵侵侵入入入さささせせせななないいいたたためめめににに予予予防防防対対対策策策ををを徹徹徹底底底しししままましししょょょううう            

１. 野鳥は感染源として最も重要です。鶏舎内や給水源への野鳥の侵入を防いで下さい。 

２. 関係者以外は農場、鶏舎に立入らせないようにして下さい。 

３. 出入車両、器具・機材、長靴・衣服などの消毒を徹底し、鳥インフルエンザウイルスの

侵入を防ぎましょう。一般的に用いられている消毒剤で十分な効果があります。 

４. ネズミや衛生害虫の駆除を徹底して下さい。 

５. 一日一回は飼っている鳥を観察しましょう。 

渡 り 鳥 シ ー ズ ン 、 ま っ た だ 中 ！ 
高病原性鳥インフルエンザへの警戒を！  

 

中 央 家 畜 保 健 衛 生 所 

村山地域家畜畜産物衛生指導協会 

〒990-2161 山形市漆山 736 番地 

Tel  023-686-4410（夜間・休日共通） 

Fax  023-686-5715 

アジアにおける高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの発生状況 

H30年 12月 



   飼育舎の衛生管理について    
鳥インフルエンザからあなたの大切な鶏を守るために、対策を行いましょう。  

 

１．ウイルスの侵入防止  

① 野鳥の侵入防止  金網やネット等で侵入経路（隙間）をふさぐ 

②靴底に付着しての搬入を防止 踏み込み消毒槽の設置 

２．踏み込み消毒槽の設置   
 

■靴底が浸る程度に希釈した消毒薬をいれる。 

■底にぞうきん等を敷いてもよい。 

■消毒薬は毎日交換する（汚れると効果は著しく低減します）。 

〈使用する消毒薬〉 

逆性石けん（例 オスバン、パコマなど） 

希釈率 200倍程度（水１Ｌにキャップ１杯程度） 

３．飼育舎の消毒  鶏舎内部の消毒ではほこりを吸わぬように注意、マスクが有効 

① 糞を完全に取り除く。 

② 希釈した消毒液を壁や施設内に十分に散布します。 

＊ 土間や飼育舎周囲の消毒には消石灰の散布が効果的です。 

（目安）１㎡当たり４００ｇ程度の消石灰を粉剤のまま散布 

 

 

 
 

鳥インフルエンザウイルスには、消毒アルコール、クレゾール剤、次亜塩素酸

ナトリウム（漂白剤・プールの殺菌剤）など多くの消毒薬が有効ですが、扱いや

すさの点では逆性石けんが優れています。 
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